
　本業務では、利賀村押場地区の地すべり地において地すべり対策調査を行い、また、工事用道路計画路線沿い
(北豆谷地区)及び471号バイパスの崩壊法面において調査を実施した。
　地すべり対策の調査は、地すべりの抑止杭を設計するためのもので、地すべり土塊の末端部で調査ボーリング、
標準貫入試験(N値測定)、孔内水平載荷試験(変形係数測定)を行った。
　工事用道路の調査は、工事用道路を設計するためのもので、計画路線沿いに、調査ボーリング、標準貫入試験、
簡易貫入試験を行った。
　崩壊法面の調査は、崩壊した法面の対策工を設計するためのもので、法面の下部と上部で調査ボーリング及び
標準貫入試験を実施した。
　本業務において実施した生産性向上・品質・安全管理での課題及び課題に対する取り組み・工夫について報告し
ます。

【目的】　ボーリング及び各種試験を実施し、地すべり対策及び工事用道路設計に
　　　　　必要な地質状況を把握する。
【地すべり対策調査】
　・φ66㎜ボーリング　(L=70m×1箇所、L=80ｍ×1箇所、L=60m×1箇所)
　・標準貫入試験　 (計136回)　　　　　・孔内水平載荷試験　(計18回)
【工事用道路調査(北豆谷地区)】
　・φ66㎜ボーリング　(L=10m×1箇所、13m×1箇所)
  ・標準貫入試験　(計23回)　　　　　・簡易貫入試験　(9箇所)
【崩壊法面調査】
　・φ66㎜ボーリング　(L=11m×1箇所、17m×1箇所)
  ・標準貫入試験　(計28回)
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　事前に、3本のケーブル等をたるみが生じないようにビニールテープにて1本に束ねて試験を実施した。
　ケーブル等を1本に束ねたことで、たるみが生じにくくなり(ケーブル切断のリスクの減少)、絡まりがなく回収作業も2
～3分程度と大幅に向上した(ちょっとした工夫で、施工性・生産性が飛躍的に向上)。

　　　　　　　【対策前】 　　　　　　　　【対策後】

【2.施工性・生産性向上】

〇 課題1

◇　孔内水平載荷試験

　地すべり対策調査(押場地区)では、移動層で計9回、不動層で計9回の孔内水平載荷試験を実施した。
　孔内水平載荷試験は、足場上から手押しポンプ及びチューブで送水・加圧し、試験深度に設置したゴム(ゾンデ)を膨
らませて水平反力を計測するもので、試験終了後、減圧してゴムを元の径に戻し、ゾンデを回収する。
　本業務では、試験深度が最大で66mと深く、過去の経験上、試験深度が深い場合、試験後に減圧してもチューブ内
に残った水の水圧によりゾンデのゴムが縮まず、回収不能となることが懸念された。
　ゾンデが回収不能となった場合は、掘り直しとなる。また、無理矢理ゾンデを回収すると、ゴムが破けて孔内に残置
することもあり、その場合には、その後の採取コアの品質にも悪影響を与える。このため、試験後、ゾンデのゴムの径
を元に戻し、無事に回収することが重要となる。

〇 課題1に対する取り組み・工夫点

　深部での試験を実施する際に、Y字菅を用意し、送水用チューブと水抜き用チューブを接続した。(通常は送水用の
みで実施)
　試験時には、送水用チューブから送水・加圧し、試験終了後、水抜き用チューブから窒素ガスを送り、チューブ内の
水(水圧)を取り除いてゾンデのゴムを元の径に戻した。(トラブルなく試験完了)

【チューブ接続部】 【試験前】 【試験中】 【試験後】

〇 課題2

　課題1を解決するために水抜き用チューブを接続したことで、試験孔内に計3本のケーブル等(通信用ケーブル、送
水用チューブ、水抜き用チューブ)を挿入する必要があり、通常の2本での試験よりも、以下の課題が生じた。
・試験終了後の引き上げ時に、たるみによる孔内での引っ掛かり(ケーブル切断)が生じる可能性が大きくなった。
・最大60m程度のケーブル等3本を足場上(約3m四方の広さ)で回収する際に、ケーブルとチューブが絡まり、回収作
業に時間を要した(最大1時間程度)。

〇 課題2に対する取り組み・工夫点
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不動層

凝灰岩 花崗岩

　崩壊法面調査では、崩壊が生じた直後の調査であることから、ボーリング作業時に二次災害が生じないよう注意が
必要である。調査地点2箇所のうち、斜面上方の1箇所(R3BV-1)については、崩壊法面頭部の敷地よりクレーン作業
により資機材を搬入・搬出する必要があり、このような不安定な地盤状況の中、安全に搬入・搬出することが課題で
あった。

　調査地点(R3BV-1)は、崩壊法面頭部のすぐ近くまでユニック車を近づけると、資機材が搬入・搬出可能な距離で
あったが、荷重がかかった際に地盤が崩壊し、ユニック車の転倒・落下が生じる可能性が考えられたことから、少し離
れた位置にラフテレーンクレーン(16ｔ)を据えて、資機材の搬入・搬出を行った。地盤が安定している場所から作業を
行ったことで、二次災害が生じず、安全に作業が完了した。

【ラフテレーンクレーン設置位置図】 【資機材搬入・搬出状況写真】

② 課題に対する取り組み・工夫点

【3.品質・安全管理】

(1)　φ66㎜ボーリング

➀ 課題

　471号BPの崩壊法面調査において、崩壊法面の移動土塊と不動層の境界を把握することが重要となる。本調査地
には、断層破砕帯が存在しているため、移動土塊、不動層共に乱された礫混じり粘土状を呈しており、細粒分を流し
てしまった場合、移動土塊と不動層の判定が困難となることが懸念された。　このような硬い岩片と軟らかいマトリク
スからなるコア採取が難しい地質に対して、乱れや欠損のない、良質なコアを採取することが課題であった。

② 課題に対する取り組み・工夫点

(2)　資機材搬入・撤去

➀ 課題

利賀地溝西縁断層

　　　　移動土塊

　軟らかいマトリクスを流さずに採取するのに最も重要なのは、送水量の管理となる。
　そのため、デジタル流量計により0.1(L/分)単位で送水量を管理し、細粒分の流出を防止した。
　高品質のコアを採取したことで、細かな乱れ方の違いが確認でき、移動土塊と不動層の境界深度を正確に把握す
ることができた。また、利賀地溝の西縁断層も確認でき、貴重な地質情報を得ることができた。

【採取コア(R3BV-1)】



【5.おわりに】

　起こり得るリスクを想定し、事前にちょっとしたことでも準
備や工夫をすることで、安全に効率的に作業を完了する
ことができました。
　また、関係業者間で密に連絡をしたことで、トラブルがな
く、スムーズに作業を進めることができました。
　今後とも、安全に、また、品質を向上させながら、利賀ダ
ム事業に貢献できるよう努力いたします。
　事務所の方々をはじめ、本業務に関わっていただきまし
た方々に、心より感謝を申し上げます。

　有り難うございました。

【4.安全管理】

　その他、安全管理として以下のことを実施し、無事、無事故で作業を完了することができた。

①　ダブルストッパーの設置 ②　安全パトロールの実施

　モノレールが脱線しないように、ダブルストッ
パーを設置した。

　作業期間中は、毎月一回の社内の安全パト
ロールを行った。

(3)　その他取り組み

③　業者間連携

④　熱中症対策

　熱中症対策として、作業足場から見える位
置にWBGT温度計を設置した。

　押場地区では、3業者(村尾地研、日本工営、アーキジオ)が同時作業を行ったため、どこで誰が作業しているか稼
働状況がわかるボードを設置した。また、スムーズに作業できるように、3業者で密に連絡を取り、作業車両の出入り
の管理を行った。


